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常陸牛振興協会の名誉賞を受賞している宇都木孝浩さん（52歳・高野）が丹精込めて肥育した
常陸牛は数多くのA5等級の格付けを受けております。常陸牛は赤身にほどよくサシが入った、
おいしい霜降り肉です。宇都木さんが育てた常陸牛はふるさと納税返礼品としても好評です。

令和７年度農業委員会総会日程等のお知らせ(４月～９月)

開催予定日 時 間 申請受付日(毎月17日～20日)

令和7年4月10日(木) 午後2時～   3月17日(月)・18日(火)・19日(水)

令和7年5月12日(月) 午後2時～   4月17日(木)・18日(金)

令和7年6月10日(火) 午後2時～   5月19日(月)・20日(火)

令和7年7月10日(木) 午後2時～   6月17日(火)・18日(水)・19日(木)・20日(金)

令和7年8月12日(火) 午後2時～   7月17日(木)・18日(金)

令和7年9月10日(水) 午後2時～   8月18日(月)・19日(火)・20日(水)
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花
の
便
り
が
北
上
す
る

季
節
に
な
り
、
令
和
6
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体
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か
ら
５
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※現物玄米60キログラムは15,217円で換算。

▲農業者年金加入推進に関する研修会参加の様子

▲収穫に向けて準備中！（シャインマスカットの前で）
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10
日(

火)

、
茨
城
県
農
業
会
議
か
ら
講

師
を
招
き
、
市
役
所
三
和
庁
舎
に
て
農
業
者
年

金
加
入
推
進
に
関
す
る
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
制
度
の
仕
組
み
や
他
自
治
体
の
事
例
な
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を
学
び
、
農
業
委
員
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農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
が
知
識
を
深
め
る
有
意
義
な
研
修
と
な
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ま
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の
パ
ン
フ
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や
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旅
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食
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が
忘
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ら
れ
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、
自
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栽
培
し
て
み
た
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と
就
農

を
決
意
し
た
安
田
良
寛
さ
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52
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先
輩

の
農
家
で
３
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修
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、
独
立
後
は
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果
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ら
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し
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。


